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部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 
記入責任者職氏名

（担当者氏名） 

道路街路課長 上田 浩嗣 
（県道班長 長央 貴晴） 

内線 
4362 

（4376） 
 

事業 

種目 
事 業 名 事 業 区 間 総事業費 

内用地 

補償費 

着手予定 

年度 

完了予定 

年度 

道路事業 

道路改築事業 

主要地方道三木
み き

三田
さ ん だ

線 

〔志染
し じ み

バイパス〕 

三木市志染
し じ み

町 

窟屋
い わ や

～三
み

津田
つ だ

 
9.5 億円  1.3 億円 平成 30 年度 平成 34 年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

本路線は、三木市を起点とし、神戸市北区を経由して三

田市に至る北播磨地域と阪神北地域の交流を促進する東

西幹線道路である。 

○円滑な交通の確保 

交通集中する交差点及び現道を回避するバイパスを

整備し、交通の分散を図ることにより、円滑な交通

を確保する。 

○安全な交通の確保 

事故が多発する区間のバイパスを整備し、現道の混

雑の緩和を図り、事故発生のリスクを低下させるこ

とにより、安全な交通を確保する。 

○緊急輸送道路の強化 

 神戸市北区・三田市方面から三木総合防災公園(広域

防災拠点)へのアクセスを強化し、災害時における緊

急車両や物資輸送車両の円滑な交通を確保する。 

【延長】1,630m 
【構造規格】第 3種第 2級 
【計画幅員】2車線 片側歩道 2.5m 

車道 6.5m（全幅 11.5m） 
【計画交通量】11,600 台/日(H42 予測) 
【現況交通量】 

自動車：11,344 台/12h(H28 実測) 
  自転車：78台/12h(H28 実測) 
  歩行者：51人/12h(H28 実測) 
【負担割合】 

 国：55％ 県：45％ 

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 

 
① 本事業区間の起点である奥田橋東詰交差点の西側のバイパスを平成 18 年度に

供用しており、同交差点からは、御坂交差点を経由し東進する車両が多い。ま

た、御坂交差点から御坂東交差点までは主要地方道神戸加東線を通行する車両

も流入する。このため、朝夕の通勤時間帯に混雑していることから、本バイパ

スを整備し、交通の分散を図ることにより円滑な交通を確保する。 
② 現道は過去 5 年間（H24～H28）に、交通事故（追突事故等）が 33 件発生して

いる。このため、本パイパスの整備により、現道の混雑を緩和させることで交

通事故の減少を図る。 
③ 周辺に広域防災拠点である三木総合防災公園がある。このため、本区間の整備 

 により、災害時における防災拠点へのアクセス道路としての機能を強化する。 
(2)有効性・効率性 

 (執行環境状況) 

① 費用便益比B/C＝9.9 
② バイパス整備により交通が分散され、移動時間の短縮、現道の交通事故の減少

が図られる。 
③ 三木市より早期整備の要望がなされるなど、事業執行環境が整っている。 
④ 完成後の現道の管理引継について、三木市と協議が整っている。 

(3)環境適合性 

 

① 通過交通をバイパスへ転換させることで、大型車等による交通騒音や排気ガス

などの沿道影響が軽減される。 
② 歩道舗装には、雨水が地中に浸透する透水性舗装を採用し、地下水涵養を図る。 

(4)優先性 

 
① 地域の防災道路強靱化プランに位置づけられており、災害に強い強靱な県土づ

くりを進める上でも早期整備が必要である。 
② 当該事業区間西側のバイパスが平成 18 年度に開通しており、接続する現道区

間で通勤時間帯に慢性的な混雑がみられ、交通事故も多発しているため、早期

整備が必要である。 
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至国道176号

現況 計画

しじみちょう いわや み つ だ

横断図

神戸市西区

事業箇所

凡例
：高速道路
：国道
：県道
：事業区間
：公共施設、学校等
：交通量調査地点

至 三田市
三木小野IC

至 明石市

至 岡山

自動車：11,344台/12h
自転車： 78台/12h
歩行者： 51人/12h

（H28実測）

しじみ

神戸市北区

至 神戸市

三木市

志染中学校

ひょうご情報
公園都市三木東IC

兵庫県立三木
総合防災公園

三木北高校

志染小学校三木市役所

（主）加古川三田線

（主）三木三田線
志染パイパス
延長 1,630ｍ

整備済区間
延長 4,200m

H18.9供用開始

三木
JCT

三木ＳＡ

御坂交差点

神鉄恵比須駅
前交差点

御坂東交差点

奥田橋東詰交差点

位置図
道路事業 主要地方道 三木三田線 〔志染バイパス〕

しじみ

いわや み つ だ

事業区間 ： 三木市志染町窟屋～三津田
事業概要 ： バイパス
延 長 ： 1,630m
幅 員 ： 6.5m(11.5m)
総事業費 ： 9.5億円

事業期間 ： H30～H34

出典：国土地理院

事業概要
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志染小学校

兵庫県立三木
総合防災公園
（広域防災拠点）

①
②

奥田橋東詰
交差点

（主）三木三田線

ひょうご情報公園都市

12,799台/日

三木東IC

（主）三木三田線
志染バイパス
延長 1,630ｍ

御坂東
交差点

至

三
木
市
街
地

①交通集中する交差点、現道を回避するバイパスを整備し、交通を分散
②事故が多発する区間のバイパスを整備し、交通を転換して現道の混雑を緩和、事故発生リスクを低下
③神戸市北区・三田市方面から三木総合防災公園（広域防災拠点）へのアクセス強化

三木市街地・
加東市

神戸市北区・三田市

御坂交差点まで
約３００m車両が滞留

①東西方向の交通が集中、朝・夕に混雑

事業の必要性

出典：国土地理院

御坂
交差点

平 面 図 現況写真

至

三
田
市

至 神戸市北区
至 神戸市西区
平野町

至 加東市 交通事故33件(H24～H28）
うち19件が追突事故

凡例
：高速道路
：県道
：事業区間
：既設歩道
：公共施設、学校等
：御坂～御坂東交差点間
事故発生地点（H24～H28）

○台/日：自動車交通量（H27センサス）

み さか

②御坂交差点に交通が集中し混雑
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１． スケジュール 

当初計画 

工 種 
年  度 

H30 H31 H32 H33 H34 

調査・設計           

用地補償           

道路改良           

 

２．事業効果について 

(1)費用対効果 

①便益(Ｂ)の項目 

事

業 
B(便益) 算出方法 

道

路 

①走行時間短縮便益 

○目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益 

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用 

走行時間費用：Σ(交通量×走行時間)×時間価値原単位×365日 

②走行経費減少便益 

○交通の流れがスムーズに

なり燃費などが向上するこ

とによる便益 

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費 

走行経費：Σ(交通量×距離)×走行経費原単位×365日 

③交通事故減少便益 

○交通事故が減少すること

による便益 

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額 

事故損失額：Σ(交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位＋ 

交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位) 

 

 

 

②費用便益比(Ｂ／Ｃ)算出根拠 

事

業 
事業名 

Ｂ(便益) Ｃ(費用) 
Ｂ 

／ 

Ｃ 

便益額 

(百万円) 
代表的な効果 

総費用 事業費 維持管理費 

(百万円) (百万円) (百万円) 

道

路 

道路改築事業 

 

主要地方道 

三木三田線 

 

①走行時間 

短縮便益 
7,144 

計画交通： 

11,600台/日 

(H42) 

808 743 65 9.6 

②走行経費 

減少便益 
774 

③交通事故 

 減少便益 
46 

計 7,964 

 
 
(2)費用対効果に含まれない主な効果 

 ①広域防災拠点（兵庫県立三木総合防災公園）へのアクセス強化による緊急時の円滑な輸送の確保 

 ②通過交通のバイパスへの転換による現道の沿道環境の改善 
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対象事業：道路事業（主）三木三田線　三木市志染町窟屋～三津田

（１）費用対効果

走行時間短縮

走行経費減少

交通事故減少

（２）費用対効果に含まれない効果 ○印は当該事業効果の主な項目

効果項目

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（緊急輸送道路の整備、防災拠点・災害
拠点病院へのアクセス道路の整備）

○ 緊急輸送道路の整備による防災機能の強化

救助・救援活動の支援
（災害時の通行不能や孤立集落の解消）

○ 緊急輸送道路の整備による防災機能の強化

減災対策への取組み
（二線堤道路、避難路・避難場所として
の機能、延焼防止機能の確保）

―

救急医療体制の支援 ―

交通安全対策 ○ 歩道設置による歩行者の安全な通行の確保

地域間交流の促進 ○
三木市中心部と神戸市北区のアクセス性の向
上

中心市街地の活性化 ―

地域産業の活性化 ○
山陽自動車道三木東インター及び三木市中心
部からひょうご情報公園都市への円滑な交通
の確保

観光支援 ―

地域プロジェクト等支援 ―

公共交通機関利用の促進
交通結節機能の向上

―

沿道環境の改善
景観形成

○

通過交通のバイパスへの転換による騒音、排
気ガスなどの沿道影響の軽減
歩道舗装を透水性舗装とし、雨水を地下に涵
養

道路街路事業の効果

該当する事業内容等

目的地までの時間短縮

走行速度の向上や走行距離の短縮による便益

効 果 項 目　(費用対効果の便益内容)

交通事故の減少による人的損害額、物的損害額及
び渋滞による損失額等

評価の視点

①安全・安心の確保

災害時

平　時

④地域の環境改善

②地域の活性化

③円滑な交通体系の確保

道路－５


